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In this paper， writer investigated about quantity and height of volcanic 'smoke， 

temperature of the fumarolesand time of volcanic eruptions. 

There are intimate relations among volcanic smokes， temperature of the fumaroles 

and volcanic eruptions. Volcanic s向(okeand temperature of the fumaroles of the 

volcano increase or decrease with grade of activity of the volcano， but state oJ 

volcanic smoke. change are found some earlier than temperature of the fumaroles 

change. 

At the several volcanoes (eruption type: Vulcanian)， quantity variation of volcanic 

smoke: was found 1 to 2 years earlier than temperature variation time of the fuma-

roles (Table 1，、 Figs. 3， 4， 5， 6， 7).. But iu the case of the Volcano Mihara (erup-

tion type: Strombolian) this time lag was very short (Figs. 10， 11). 

Generally speaking; eruptions of the volcano take place after temperature of 

the fumaroles change or quantity of volcanic smoke change. 

S 1. まえがき

火山内部の熱は，火口から噴出している煙によっ‘

て多量に運び出されているので，火山内部に変動が

起こって，噴煙現象に異常が現われた際には，煙の

測定した温度とを比較することによって，噴煙活動

と噴気の温度とり関係を検討した.

S 2. 噴気乳温度の測定法

気象官署においては，噴気孔温度の測定には，ク

ルメル熱電温度計，サーミスタ温度計お
、温度にも異常が現われるかもしれない. しかし，現

よび溜点最高温度計を使用してきたが，各器機の使
在使用している測器では，噴煙中の温度を長期間に，

わたり，連続観測することは不可能である.そこで，

遠望観測による噴煙の状態と，火口近くの噴気抗で

* Received July 8， 1966 

料気象庁地震課，気象研究所地震研究部

s 用区分および精度は次のとおりである.

クロメル・アルメル熱電温度計:3000C以上の場

所で使用，精度土 2%以内.

サーミスタ温度計:3000C以下の場所で使用，精

度:::t:2%以内.
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溜点最高温度計:3000C以・下の場所で、使用h 精度

:t10C以内.

さて，われわれの，一般的経験から，地熱地帯は，

地表から蒸発する水蒸気の見かけの量によづて，次

の3種類に分けることができる.。極く弱し、地熱地帯

地表ではほとんど地熱を感じなく，かつ，地表か

ら水蒸気が上昇するのはほとんど認められない. し

かし過去の火山活動で硫気のため地表が変質して

おり，地中では未だに高温を保っている所.

2) ~~\，、地熱地帯

地表で地熱を感ずるが，その上の歩行は容易にで

きるくらいの低温である.地表からわず、かに水蒸気

が立ち昇るのが認められる.噴気活動が弱いのでi

地熱地帯内に天然の噴気孔は存在しないか，あって

も極く弱し、ものである.

3) 強し、地熱地帯

地表からやや多量の水蒸気が立ち昇り，ところど

ころに天然の噴気孔を生じ噴気をあげている，

上記のように，噴気孔はおもに，強い地熱地帯に

だけ存在するが，いくつかの地熱噴気地帯の地表お

よび地中で温度を測定した結果によれば，温度は噴

気孔で最も高く，噴気孔から遠ざかるにしたがって

次第に低くなるようである. (Fig.l) また，深さ

による温度の上昇率は，強い地熱地帯ほど大きい

。C
100 

1 

加

1)'"・

~ 共
込

/ 

4 1・
ぜ ¥ 

~ ..... 同.

印

40 

20 

o 
~ 

1m 

Fig. 1 An example of horizontal temperature 
profile (30 cm in depth) in and near a strong 

fumingactive fumarole at the “Hachimanyake-
Fumarole" of the Volcano Azuma. (Survey on 

Jul. 8， 1965). 
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Fig.2. Examples of temperature-depth curve of 

the solfatara field. 

Left figure : 1n the case of no fume issue from 

surface of earth， .at the solfatara field of Noji-

Hot-Spring near the Volcano Adatara. Geother-

mal temperature increas very gradually with 

depth. 1rregular. temperature variation in sha・

1l0w depth caused by air-temperature is found. 

(Survey on Jul. 4，1965). 
Right figure : 1n the 、caseof wea~ fuming ac，tive 

solfatara . field at the Vo1cano Hokkaido-Ko 

magatake. Geothermal temperature in shal10w 

depth increas gradually， but' it becomes to 

constant under ca. 30 Cin. (Survey onSep. 7， 

1964) 

が，各地熱地帯とも，ある深さに達すると温度は一

定になる性質がある (Fig.2) これは，その深さ以

上になると，温度の上昇率が非常に小さくなるため

に，もはや測定値には現われないのであって，極く

深い所まで掘り下げれば地熱はさらに高温を示す

はずである J 強い地熱地帯で地中温度が一定温度を

示す深さは，経験的にみて，地下 20，，-，30cmであれ

その温度は，その地熱地帯に存在している噴気孔の

温度に一致している.

一方，上記 3)の強い地熱地帯の噴気孔内で、温度

を測定した結果，では，どこの噴気孔でも，深さによ

る温度の違いは認められなかった(ただし、深さが

地表から 1m前後までの範囲で).

~3 以下で述べる噴気孔温度は，さかんに噴気をあ

げて‘いる噴気孔の中で測定した温度，または強い地

熱地帯内にJ地下20"，，30mの深さの穴をあけて，そ

の中で測定した温度である.
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~ 3. 噴煙量と噴気孔温度

以下の統計で用いる噴煙，噴気孔温度の資料は，

主として気象要覧，地震月報，火山報告，火山原簿

によった.また，噴煙量の統計は第 1報1)で述べた

方法によった.

1) 雌阿寒岳 (Fig.3) 

山上には1955年の噴火で生じた小火孔群がある.

現在(1966年)，噴煙は減少過程中にあり， No: 1火

孔だけが噴煙をあげている.噴気孔温度は No.2，

4， 6火孔底のいずれかで測ったものである.

噴煙量と噴気孔温度の変動の時期をくらべると，

噴煙量は1959'""60年ごち極大値， 1961'""62年ごろ極

小値があるのに対して，噴気孔温度は1960'""61年ご
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The 1 st figure: Pits of the summit. They were 

born by the ~xplosi.on in 1955.. No. 1・pitis 

issuing smoke at present. Temperature of the 

fumarole is measuredin the No. 2， No. 4 & No. 
6・pit.

The 2nd白gure(OC): Temperature variation of 

the fumarole. J =Explosion. 
The 3rd figure (Q): Quantity variation of vol-

canic smoke. 
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The 1st figure: Summit of the volcano. ' 

①=Temperature observation point. 
The 2nd to 4th figures: 
。C-Temperaturevariation of the fumarole. 
m-Height variation of volcanic smoke.鱈
Q-Quantity variation of valcanic smoke. 
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ろ極大値， 1962~63年に極小値があった.

2) 樽前山 (Fig.4)

噴気孔温度を測定している場所は，山頂の溶岩ド

ームの南斜面で，その付近には約50x50m2にわたる

噴気孔群があり，常時活発な噴気活動をしている.
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Fig.5. Showashinzan 

¥The 1 st figure : Showashinzan. Nos. 1 to 6 are 

temperature observation point. 

The 2 nd figure : Temperature variation of the 

fumarole at theobservation point No. 1. 

The 3 rd figure : Temperature variation of the 

fumarole at the observation point No. 2. 

The 4 th figure : Quantity variation of volcanic 

smoke. 

噴煙(量，高さ〉が1961--62年ご、ろ顕著に増大じ

たことがあり，噴気孔温度は1963"，，64年ごろに顕著

な上昇を示した(

3) 昭和新山 (Fig.5) ， 

溶岩ドームの表面のほとんど全域から噴気活動を

にているが，とこで、は，溶岩ドームの北東側中腹の

「亀甲岩」とよばれている顕著な噴気孔 (Fig;5の

地図中の NO.1点〉と， ドームの頂上部の噴気孔

(Fig.5の地図中の NO.2点〉とで測定した温度に

ついて検討した.

噴煙量，噴気孔温度とも漸次減少しているが，噴

煙量には1962年，噴気孔温度には1961，..."，62年ごろに

極小値がある.

4) 駒が岳 (Fig.6)

噴気孔温度は噴煙活動中の火口底 (Fig.6の地図

中のC点〉で測定したものについて検討した.煙を

噴出している火口の穴と測温位置との距離は4，..."，5m

しかない.

噴煙(量，高さ〉は漸次減少しているが， 1958， 

1961年に極大値がある.噴気孔温度は大きな変動は

していないが，それでも1959年に極大値， 1961"，，62 

年に極小値， 1963年に極大値があることを指摘でき

，るぜ

5) 那須岳 (Fig.7)

噴気孔温度を測定した場所は，噴気活動の最も活

発な噴気孔群のある地域で， 1960， 1963年に噴火し

た火孔(直径約 3m)は噴気孔温度測定地点の北約30

mの距離にある.

噴煙量は1959，..."，62年に顕著に増加し，以後減少し

たが，これを追いかけるように，噴気孔温度は1963

年まで漸次上昇，以後下降した.

以上の 5火山では，噴煙や噴気孔温度はきわめて

かんまんに変動しているのであるが，ときに極大や

極小を示すことがあり，その時期は，噴煙の変動に

やや遅れて噴気孔温度の変動が現われているように

思われる.そこ也、，噴煙量と噴気孔温度との相関を

調べてみた.

地下から新しくエネルギーの補給がなく，噴煙量

(Q)および噴気孔温度 (T)が一様に減衰過程をた

どるとすれば，それぞれの減衰曲線は次式で現わさ

れる.
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Fig.6. Komagatake 

The 1 st figure : Summit of the volcano. 
⑨=Temperature observation point. 

The . 2 nd to 4 th figures : 
。C-Temperature variation at the observation 

point “C". 
Q-QuanJity variation of volcanic smoke. 
m-Height. variation of volcanic smoke. 
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Fig.7. Nasu 

The 1st figure: Summit of the volcano. 

④=Tempepature observation point. 

The 2nd figure: Temperaturevariation of the 

fumarole. 

↓=Explosion. 

The 3rd figure: Quantity variation of volcanic 

smoke. 
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dQ/dt=-AQ 

Q=Qoe-~'tキ Qo一αt ……い…・……( 1) 

dT/dt=-BT 

T=Toe-βγ=手To-st …・・・……・・・…(2)

大勢として上式があてはまる変動を示している所

は，雌阿寒岳，昭和新山，駒が岳であり，最小自乗

法によって上式の系数を求めると

雌阿寒岳では

Q~2. 46-0.05 t 
r .……………(3) 

T=95. 60-0. 11 t J 

昭和新山では(亀甲岩噴気孔)

Q=3. 60-0.25 t 
トグ…(4)

T== 781. 23-15. 65 t ) 

駒が岳では

Q=2.43-0. 20 t . 
ト…・・γ………・・(5)

T=92. 69+0. 20 t . J 

となる.ただし，t=Oを1955年とした.

一方，樽前山，那須岳の変動は，途中に顕著な増

加期があるので，地下から相当量のエネルギーが補

給されたと考えなければ説明できない.

そこで，雌阿寒岳，昭和新山，駒が岳について

は，それぞれ(3)，(4')， (5)式と観測値との偏差

の相関を求め，樽前山，那須岳については，観測値

のままの QとTの相関を求めた. 結果は Table1 

のとおりで，どの火山でも噴気孔温度は 1，....;.， 2年前

の噴煙量と大きな+の相関を持っ、て~いることがわか

った.なお，これらの火山は，ブ?ルカノ式またはプ

レー式噴火の性質を持った山である.

同一火山においては，噴煙火口と測温点の噴気孔

との熱源は同じであると考えられるので，噴気孔温

度と火口の噴煙の温度とは密接な関係がある.前述

のとおり，噴煙火口から噴気孔温度観測点までの距

離は火山によって異なってはいるが，どこの火山で

も，噴煙量と噴気孔温度とは同じくらいの時間的ず

れがあるので，熱の伝わりの遅れが測温点の位置に

関係しているとは考えられない.

Table 1 Coefficient of correlation between quantity of volcapic 

smoke (Q) and temperattire inside thefumarole (T). t : Year 

Q t-3 t-:-2 
/ 

T t t 

Meakan 0.01 0.00 

Tarumae -0.54 0.85 

Showashinzan -0.40 0~29 

Komagatake 0.33 0.55 

Nasu 0..50 0.54 

S 4. 噴煙量，噴気孔温度の変動と噴火の時期

噴気孔温度を戸観測している期間に噴火が起こった

火山について検討した.

1) 雌阿寒岳 (Fig.3)

この統計を行なった期間中の噴火は，いずれも小

さなものであったが，噴火は噴煙量のやや多い時期

に集中して起こった. しかし噴気孔温度は概じて

変動が少なく，両者聞には S3で、述べた程度の相関

が考えられる.

山上火口で噴火したのは次のとおりである?

t-1 t t十1 t千2

t t t t 

0.68 0.48 -0.68 -0.50 

0.17 -0.35 -0.95 -0.87 
0.88〆 0.3τ -0.12 0.09 

O. 10 -0.02 -0.63 -0.03 

0;75 O. 71 -0.12 -0.25 

1955年11月， 1956年3，5; 6， 10月， 1957年

2， 5月， ]958年2月， 1959年 8，10月， 1960-

年 9月.

2) 那須岳 (Fig.7)

1960年の噴火は，噴煙量，噴気孔温度ともに上昇

過程中に起こり， 1963年の噴火は，噴煙量が下降過

程中で，噴気孔温度が極大値に達じたときに起こっ

た.いずれの噴火も小さなものであった?

那須岳で噴火じたのは次のとおりである (1956年

以降).

1960年10月， 1963年11月.

~ 18ー
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3) 十勝岳 (Fig.8) 

ζ の火山では噴煙は観測しなかったが，噴気孔温

度には顕著な変動があり，とくに， 1958年， 1962年

の新噴火口，新々噴火口の噴気孔温度の上昇は，同

年ごろに起こった噴火と密接な関係があったように

考えられる. 1962年の大噴火に際しては，噴気孔温

度が 2年ほど前から顕著な上昇傾向を示していたこ

とも注目すべきことである.新噴火口と新々噴火口
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Fig..8. Tokachi 
Temparature observatio，n points of the fumaroles 

(O.P.Q.)， and temperature variatio'ns of the 
fumaroles. 
0: Kyu・Funkako. P: Shin-Funkakδ. 
Q: Shinshin-Funkako. 
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との距離は約 500m，もあるが，両火口の温度変化は

よく似ていて，その原因をなす熱源が同じであるこ

とを示している.なお，旧火口の噴気孔温度の変化

については観測が粗なため結論は出せない.

新噴火口で噴火したのは次のとおりである(1952

年以降).

1954年8月， 1957年 3月" 1962年 6，.....， 8月(大爆

発).

新々噴火口で、噴火したのは次のとおりである.

1952年8月， 1956年 9月， 1957年 8月， 1958年10

月， 1959年8，11月.

4) 伊豆大島一三原火口 (Fig.9) 

大島測候所設立(1938年〉以降，、1950年の大噴火以

前における三原山の噴煙の高さは， 1940年 1月を極

大として著しく減少したため， 1944年以降の噴煙は

測候所からは見られなくなった (Fig.10). 1943，.....， 

50年に三原山の火口で観測した噴気孔温度は，途

中， 1945，.....，46年に戦争のための欠測期間があるが，

概して順調に下降した.この状態は，火口の噴煙活

動も順調に減衰を続けていたことを示している.

しかし， 1950年の大噴火に際して，この噴気孔温度

に変動が現われた所があった.すなわち，測温点A

では噴火前に，また，測温京Dでは噴火が始まって

間もなく，それぞれ 20，.....，300C噴気孔温度が上昇し

た (Fig.10，' Table 2の 7).

なお，大噴火が始まる 2か月前の1950年5月13日，

毎日新聞社の角田氏の決死的測定による旧火口内の

蒸気温度は 54.60Cであったが2〉， これは当時の火

口縁の噴気孔温度の値48，，-，570C(Table 2)とほぼ

同じであり，火口壁と火口縁との蒸気温度があまり

違っていないことを示している.

5) 伊豆大島一湯場 (Fig.9) 

三原山の火山活動に伴って，火口の北 3.5kmの

湯場にある天然噴気孔の温度にも変動が現われた.ー

この噴気孔温度は， 1950年 7月の噴火が始まる前に

は450Cぐらいであったがわベ同噴火に際して 510C

ビ昇温した. (昇温した1950年末~1951年初めごろ

といわれている〉この温度は若干の変動をくり返し

ながら次第に降温して1956年ごろには 440Cとなっ

た.その後， 1957，.....，61年の間(時期は不明〉に 20C

ほど上昇した.
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現われた.また，ー噴気孔温度が上昇した1957ゐ61年

には，噴煙量も増加した.

このように，噴気孔温度の変動量は噴火活動の規

模と密接な関係が認められ石.さらに， Fig. 11の
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Fig. 9. Izu・Oshima (upper figure) and Mihara-
Crater (Lower figure).' 
①=Temperature observation point. 

湯場の噴気孔温度の変動と三原山の火山活動の時、

期とを検討すると，噴火が大規模で，多量の溶岩を

流出した1950，-.，51年ごろの温度を第 1の極大とし

(510C)，次いで;.1952年の中規模な噴火期くときど

き新火孔を生じ，少量の溶岩を流出〉には第 2の極

大 (4S'-"490C)が現われ， 1955，-.，56年の小規模な

噴火期〈新火孔を生じたが溶岩の流出はなしつに際

しては，不明瞭ながらも第 3回目の極大 (460C)が
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細部を検討するならば，噴気孔温度の変動の始まる

時期と噴火の時期とは，時間差がほとんど認められ

ない.なお，この山火はストロンボリ式噴火をする

性質がある.また，火口から 3.5kmも離れた湯場

の噴気子しも，その熱源は火口につながる同じ源から

発しているものと考えられる.

なお，湯場の噴気孔温度の観測は，湯場の館主，

吉成剛氏によるもので， Fig. nは毎朝 6時の観測

値を月ごとに平均した値で示した.

三原山が噴火したのは次のとおりである (1939年

以降おもなものだけ).

1939年 1，.....，2，7， 9月， 1940年 8月， 1950年7

，.....， 9月(大噴火， 溶岩流出多量)， 1951年2，，-，6

月ぐ大噴火，溶岩流出多量)， 1953年10月(新火

孔生成)， 11月(新火孔生成，溶岩流出)， 12月，

1954年 1月(新火孔生成， 溶岩流出)， 2月，

1955年12月， .1956年 1月 (新火孔生成)， 1957 

年 8，9， 10月(新火孔生成)， 11，12月， 1958年

1月，以降1965年現在までほとんど毎月小噴火.

~ 5. むすび

火山活動と噴煙現象，噴気孔温度とは密接な関係

がある.噴煙現象が噴火に先がけて変動する阿蘇山

の例を第 2報7)で述べたが，噴気孔温度も，火山噴

火に先がけて変動することが多い.しかじ噴気孔温

度の変動は噴煙現象の変動より遅れて現われること

があるので注意しなければならない.

那須岳の1963年の噴火は，噴煙量の状態が極大値

を過ぎで減少過程に入ってから起こったもののよい

例である.この状態は，一見，噴火は噴煙活動が静

まったときに起こるように見えるが，実は，そのと

きの噴気孔温度は上昇を続けているのである、第 2

報7)で述べた阿蘇山の噴火でも，噴煙活動が減衰し

たときに噴火が起こった例をあげておし、たが，おそ

らく，このときも同種の熱的現象が起こっていたも

のと思われる.

Table 2. Observed data of temperature inside the fumarole. 

1) Mea.kan 

Time IT血[。…IOnemp・ point Time |T[Ob…on e口lp. I point Time. I Te~p.1 。…回neロlp.I point 、

。C 。C 。C
Jun. 1958 96 6 Oct. 1961 95 6 Jun. 1964、 95 2 

Jun. 1959， 95 6 Oct. 1962 92 2 OcL 1964 94 2 

Dec. 1959 95 4 J u1. 1963 92 2 Jun. 1965 96 2 

Ju1. 1960 96 6 Oct. 1963 、96 2 Sep. 1965 95 2 

2) Tokachi 

Observation point Observation point Observation point 
Time Time Time 

O P Q O P Q O Q 

。C 。C
17。8C 

。C 。C 。C υC 。C 。C
Jun. 1953 318 Aug.1959 128 Ju1. 1963 94 一
Aug; 19545) 198 Oct. 1959 270 137 Sep. 1963 242 94 

Aug.19556) 379 160 159 Nov.1959 95 Jun. 1964 87 95 

Aug.1957 300 148 115 Mar. 1960 129 90 Aug.1964 256 90 

Feb. 1958 161 ]1.m. 1960 149 90 Oct. 1964 一 93 

Jun. 1958 217 167 ! 136 Oct. 1960 146 92 Jun. 1965 一 94 

Sep. 1958 187 Mar. 1961 一 162 96 Ju1. 1965 246 

Oct. 1958 220 Aug.1961 188 157 94 Sep. 1965 一 40 121 

Mar. 1959 145 200 Mar.1962 170 94 

Ju1. 1959 133 Ju1. 1962 270 200 

-21 ~ 
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3) Tarumae 

Time Time Time Time Temp. 

。C 。C 。C 。C
Aug. 1960 130 Oct. 1961 180 Oct. 1963 220 Oct. .1965 135 

Oct. 1960 120 Sep. 1962 200 Sep. 1964 235 

Jun. 1961 170 Juri. 1963 241 May; 1965 222 

4) Shdwashinzan 

Observation point Observation point Observation point 
Time Time Time 

1 2 1 2 1 2 

OC 。C 。C 。C oc I 。C
Jul. 1957 740 Jul. 1960 710 645 Apr. 1964- 610 600 

Oct. 1957 747 696 Apr. 1961 710 625 Jul. 1964 680 550 

Apr. 1958 750 Jun. 1961 720-- 620 Oct. 1964 650 590 

Oct. 1958 740 670 May 1962 650 600 Apr. 1965 650 460 

Apr. 1959 720 670 Oct. 1962 615 615 Jul. 1965 640 455 

Jul. 1959 725 645 May 1963 625 560 Oct. 1965 520 

Oct. 1959 705 660 Jul. 1963 630 

Apr.' 1960 715 Oct. 1963 660 

5) Komagatake (observation point : C) 

Time Time Time Time 

。C 。C 。C 。C
Sep. 1957 94 May 1960 94 Sep. 1962 93 Jun. 1965 95 

お1ay 1958 93 Sep. 1960 、92 Jun. 1963 96 Oct.- 1965 95 

Oct. 1958 95 民1ay 1951 91 Sep. 1963 97 

Jun. 1959 95 Sep. 1961 90 Jun. 1964 95 

Oct. 1959 93 Jun. 1962 92 Sep. 1964 94 

6) Nasu 

Time Time Time Time 
1 

。C 。C 。C 。C
Oct. 1958 155 Oct. 1961 ca.'200 Jul. 1963 350 Oct.1964 320 

Oct. 1960 ca. 250 May 1962 321 Nov. 1963 360 Nov. 1964 330 

Nov. 1960 ca. 300 Oct. 1962 270 Aug. 1964 325 Jul. 1965 325 

恥1ay 1961 ca:. 300 May 1963 350 Sep. 1964 330 Sep. 1965 324 

~ 22-
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7) Izu・Oshima(Mihara・Crater)

Observation point Observation point 
Time 

A B C D E A B D E 

。C 。C 。C 。C 。C 。C 。C
5。7C 

。C 。C
1943 Aug. 37 47 44 47 

Jan. 89 110 '112 96 98 Sep. 38 50 60 43 49 

Feb. 85 91 90 87 86 Oct. 31 56 58 42 52 

Mar. 82 88 87 85 84 Nov. 35 58 58 42 48 

Apr. 82 87 86 85 88 Dec. 36 58 57 48 57 

乱1ay 81 88 85 85 84¥ 1949 

Jun. 78 83 84 84 83 Jan. 31 58 57 53 56 

Jul. 78 84 84 86 85 Feb. 31 58 57 53 58 

Nov. 75 80 78 81- 80 Mar. 31 58 57 53 58 

1944 Apr. 32 56 55 51 51 

Jan. 71 77 内 76 80 80 May 30 55 55 50 48 

Feb. 71 76 75 80 79 Jun. 30 52 56 45 46 

Mar. 70 76 76 79 79 Jul. 28 55 55 46 53 

Apr. 69 73 74 78 78 Aug. 35 57 59 48 52 

May 66 73 72 79 78 Sep. 56 62 48 51 

Jun. 61 73 70 77 76 Oct. 55 57 46 55 

Jul. 73 75 74 77 77 Nov. 57 57 42 47 

Aug. 63 71 73 77 78 Dec. 52 56 38 48 

Sep. 64 71 69 77 77 1950 
、』

Nov. 74 74 74 72 75 乱1ar. 54 52 44 46 

1945 Apr. 48 51 41 43 

Jan. ， 60 70 70 73 May 55 54 48 57 

Apr. 58 68 69 59 71 Jun. 52 54 45 48 

1947 Jul. 4 53 54 54 44 47 

Jan. 65 63 59 70 47 16 ← 53 56 36 

Feb. 50 62 58 67 66 (great eruptiQn took place on J ul. 16) 

お1ar. 54 60 57 68 63 Jul. 18 50 55 

May 43 55 57 69 50 23 52 54 一 、

Jun. 44 57 58 70 51 24 54 55 67 

Jul. 43 .57 58 56 56 26 51 56 

Aug. 50 60 61 57 、53

Sep. 46 56 61 50 53 

Oct. ノ 44 55 60 45 53 

Nov. 43 62 59 53 55 

Dec.' 41 61 59 58 53 

1948 

Jan. 41 60 59 59 5'1 

Feb. 41 60 59 58 54 

Mar. 41 60 59 58 52 

May 35 43 51 52 51 

JUIl. 38 50 54 46 50 

Jul. 39 51 52 43 48 

寸 23~
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8~ Izu・Oshima(Yuba-Fumarole) 

、Temperature Temperature Temperature 
Time 

Max. I Min.1 Mean 
Time 

Max. l' Min. I Mean 
Time 

Max. I Min. I Mean 
。C 。C 。C

1950 1954 

Jun. 49 Jan. 

Jul. 49 Feb. 

Aug. 一 一 49 Maト
Sep. 49 Apr. 

Oct. 50 May 

Nov. 50 Jun. 

1951 Jul. 

Jan. 51 49 50 Aug. 

Feb. 51 47 49 Sep. 

Mar. 50 44 49 Oct. 

Apr. 50 48 48 Nov. 

乱1ay 50 '48 49 Dec. 

Jun. 50' 44 48 1955 

Jul. 49 46 48 Jan. ' 

Aug. 49 46 47 Feb. 

Sep. 49' 46 46 Mar. 

Oct. 49 28 45 Apr. 

Nov. 50' 45 46 May 

Dec. 50 47 49 Jun. 

1952 Jul. 

Feb. 47' 47 47 Aug. 

乱1ar. 48 43 47 Oct. 

May 48 32 47 Nov. 

Jun. 48- 41 48 Dec. 

Jul. 48 38 ヰ7 1956 

Aug. 48 38 47 Jan. 

1953 Feb. 

Aug. 48 30 46 Mar. 

Sep. 48 28 45 Apr. 

Oct. 48 27 46 Jun. 

Nov. 49 47 48 1962 

Dec. 49 47 47 Jan. 
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